
1年次「地域課題入門」

2年次後期「地域課題特論 :A」

3年次前期「地域課題特論 ‖A」

3年次後期「地域課題演習」

4年次前期「地域課題研究」

茨城大学 人文学部
2017年 3月



人文学部「地域課題の総合的探求プログラム」について

茨城大学人文学部では、2012(平成24)年度から、【地

域課題の総合的探求プログラム】を設置しました。

これは、各学生が、学部・学科・コース・ゼミで自らの

専門分野を学ぶのと並行して受講するカリキュラムで、

「専門的な知見に基づき、総合的な判断のできる地域リー

ダーを育てる」目的で開講するものです。

このプログラムを履修する学生は、関連の科目や、自

らの専門分野の科目のほかに、プログラムの必修科目と

して、以下の授業を受講します。

1年次集中講濃 「地域課題入門」

2年次後期   「地域課題特綸 :A」

3年次前期   呻 特綸‖A」

3年次後期   馳 域課題演習」

4年次前期   「地域課題研知

2017年 3月 卒業の学生が本プログラムの2期生にあた

ります。2期生は3人が修了しました。3人は3年次後期

からチームを組み、自分たちで見出した課題を解決する

ための方策を考え、2016年度前期末の発表会で報告を行

いました。その後、内容をさらに深め、茨城県主催の「R
ESASを活用した 茨城県地方創生政策アイデアコン

テス ト」に参加して、最終プレゼンに残り、奨励賞を受賞

しました。

2016年度には、3期生にあたる3年次生5人がチームを

組んで、課題に取り組んでおり、4期生にあたる2年次生

が後期に「地域課題特論 IA」 を履修しました。また、1

年次生向けには「地域課題入門」を開講しました。



1年次「地域課題入門」
1年次生向け「地域課題入門」は、教養科目。総合科目

の集中請義として、常陸大宮市の協力の下、毎年、開講 し

てきましたが、2012年度からは、人文学部 【地域課題の

総合的探求プログラム】の導入科目として位置づけられ

るようになり、常陸大宮市とともに、茨城県庁にも協力

いただくようになりました。

2016年度は、41名 の学生が受講 し、以下の内容で行わ

れました。

1日 目 2016年 8月 12日 県庁での授業

2日 目 2016年 8月 13日 常陸大宮市での授業 1

3日 目 2016年 9月 25日 常陸大宮市での授業 2
4日 目 2016年 9月 27日 常陸大宮市での授業 3

今年度の本授業では、茨城県と常陸大宮市が共同で事

業に取 り組んでいる「公共交通」の現状 。課題について学

ぶことと、常陸大宮市で行われている「市民主体のまち

づくり」について学ぶことの2つをテーマとしました。

1日 目は、茨城県庁で授業を行いました。企画課の職

員から、新 しい県の「総合計画」について、また、企画課

交通対策室から茨城県全体での「公共交通」の問題や施

策について説明を受けました。本授業で現状を視察する

常陸大宮市についての概説もありました。

学生たちは、グループに分かれ、これまであまり具体

的に考えたことのなかつた「公共交通」の問題について、

最初のグループワークを行いました。

2日 目は、大学からバスで出発し、常陸大宮市をまわりま

した。 」R常陸大宮駅、JR玉川村駅を見学、大宮地域か

ら緒川地域を通り、道の駅みわ (北斗星)へ。美和地域を

通つて 」R山方宿駅を見学。道の駅常陸大宮(かわプラザ)

へ行き、常陸大宮市文化センターまで移動しました。

常陸大宮市内の各所、」Rの駅、バス停の様子、常陸大

宮高校や小瀬高校の場所、2つの道の駅などに立ち寄るこ

とで 常陸大宮全域の位置関係、地域の様子、公共交通を

考えていくためのポイントとなる地点を見てもらいました。

3日 目は、常陸大宮市で 市民主体に取り組まれているま

ちづくりについて学ぶというテーマでJ常陸大宮市まちづく

リネットワーク」のみなさまにお世話になりました。

おおよそ3年に 1「象 組み立て。公演をされている「西塩子

の回り舞台」の組み立て会場では、「西塩子の回り舞台保存

会」のみなさまにお話をうかがい、舞台の飾り付けに使うた

めの竹を割る作業などを体験させてもらいました。

その後、会場を移 し、「常陸大宮市まちづ くリネッ ト

ワーク」の事務局のみなさんから、どのように、市民が中

心になつてまちづくりを進めているかというお話 しをう

かがい、ワークショップを行いました。

4日 目は、今回の授業で学んできたことをまとめて 発

表を行いました。午前は「常陸大宮市でどのような公共交

通の工夫ができる力週 というテーマで班ごとに検討、その

内容をまとめ、午後は発表会を行いました。

茨城県や常陸大宮市の職員「公共交通システ嫁 ネジメント

常陸大宮地区協議会」の委員のみなさまも参加くださり、学

生たちの発表を聞いてコメントやアド イヾスをいただきました。
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1年次 地域課題入門
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1年次 地域課題入門 地域課題入門を受講して 〔学生たちのレポートから〕

■初めは、三年に一度のお祭りというフレ=ズに惹かれて受講した講

義でしたが、地域の方の活動を見たり、聞いたりするうちにその活動

の「輪」に自分も参加したいという気持ちがこみ上げてきました。今

回は常陸大宮市内におけるバスモデル事業の提案をさせていただき、

学生として「輪」に参加する一つの方法を学べたのではないかと思い

ま魂
これからも様々な形で地域の「輪」に参加していきたいと考えてい

ま魂 その中で今回学んだことも生かしていけたらいいと思いま魂

(NY)

■4日間の講義を終え、まず私が思つたのは公共交通について考える

のは非常に難しいということだ。現状不便だから運行本数をふやせ

ばいいと考えては市や会社の負担が大きくなるだけであるし、逆に廃

止してしまえばいいと考えればそれまで利用してきたノヘ後の足が奪わ

れることとなる。常陸大宮市の場合は車を持つている市民はほとん

ど自家用車で買い物や病院にいつてしまい、車を持つていない人や運

転の困難な高齢者は不便な/AN共交通機関を利用せざるを得ない。こ

うしたところが常陸大宮市の公共交通の問題点であると考えた。で

はどうすればこうした問題を解消することができるのだろうか。交通

対策は少なからず費用がかかる。なのでいかに費用をかけずに利便

性を高めるか、どうすれば利用者の満足のいく/AN共交通になるのか、

そういつたところをもう少し学びたかつた。

また、まちづくりについてもお話を伺つて考えることがあつた。以

前ほかの講義で実際にまちづくりにかかわる方々からお話を伺う機

会があつたのだが、その時は「働ける場を増やすこと」「子育てママさ

んの支援」なと 内部へ訴えかけるような意見をたくさん吸収させて
いただいた。しかし今回はインターネットやその他の通信媒体を利用

して 市のコミュニティの外へ訴えか
'大

つながりを求めていくことが

大切とうかがえた。特に常陸大宮市のような場所であれば我々のよ

うな外から来た若者の力は当然必要とされるのであろうが、それ以

外の地域でも自治体の内部の人間だけで開鎖的にまちづくりを行う

のではなく、外部から人を呼び寄せて二緒にまちを創りあげていくこ

とが必要とされる。そういつた知見も得られたように思う。(YS)

■地域課題入門で現在の常陸大宮市の/AN共交通について学ぶこと

で 様々なことを知ることができた。
コミュニティカフェバンホフでは、地元の人を思つた経営の仕方や、

メニューをだして経営していると感じた。また、地元の人以外にも親

しんでもらえるようにお土産や常陸大宮の行事の紹介などを展示し

ているところもよかつた。使う人のことを思うことで、いろいろな人

に親しまれるものができるのだということを知ることができた。西

塩子の回り舞台の手伝いをさせていただいた際には、伝統の行事を

守るためにその地元の人だけでなく、違う地域の人や大学生も手伝つ

ているのを見て 伝統を守る方法はその地域の人たちだけで守るとい

うようなことだけではないから、柔軟に考えることが大切なのだなと

思つた。常陸大宮市まちづくリネットワークの倉田さん、西村さんの

お話では、どのようにボランティアや地域の企画で一緒に活動する仲

間を集めるかという話が特に興味深かつた。

最終日の発表では、どのようにすれば常陸大宮市の/AN共交通の利

用者が増えるかをまとめた。班の中でどのようにすればいいか考える

ときに、統計やバスの資料を見て改めて知ったことが多かつた。また、

公共交通のことを考えることで その周囲の問題についても考えるこ

とができたと思う。実際に常陸大宮に関わる仕事をしている社会人

の方々に自分たちの意見を聞いてもらつてアドバイスをもらうことは、

貴重な機会であつた。

今回の集中講義ゑ 常陸大宮の公共交通を中心に、地域を維持し

ていくために大切なことを自分で感じて 考えることができたからよ

かつた。今後地域の問題について取り組む際の参考にしていきたい

と思う。(KA)

■常陸大宮市の公共交通の現状を見てまず気になつたのは、これで

不便だと感じていないのかということだつた。バスは本数が少ない

うえに学生が使いそうな時間には走つていない。市民バスが走つて

いるが、こちらも運行日数。本数ともに少なく、停留所となるのが個人

宅だつたりする。市民のほとんどが自家用車で移動をしていで /AN共

交通機関はほとんど使わないというお話を聞き、高齢者の運転の危

険性や苦労、車を運転できなくなつた後の移動手段を考えるきつかけ

となつた。「こうしたらよいのではないか」と案を出すと、「そうするとこ

ういつた問題点が出てくる」というように、―筋縄ではいかない問題

だつたが、実際に常陸大宮市に住む祖父母に話を聞くと、「車が運転

できなくなつたらバスを使うし、タクシーも呼べるから大丈夫だ。」と

言つていた。祖父母の家の近くにバス停があるのが救いだが、2日 目

に市内を回つて気付いだ バス停が少なし」という問題点を考慮する

と、市内の運転できなくなつた高齢者が皆バスを使いやすく身近なも

のに感じているかどうかは疑間が残ると思つた。

自分の班では、/AN共交通と利用者、地域の連携に着目して、市民バ

スについて考えた。最初のグルニプディスカッションではなかなか打

ち解けらば 、話し合いもあまりうまく進ま式 意見もありがちなもの

ばかりだつた。しかし、回を重ねるごとに少しずつ皆が打ち解けて意

見も出てくるようになり、最終的には「この意見ちよつと無責任じやな

いか?」 という意見も出るほど、学生の無茶な発想を出すことができ

たc多機能 iCカードを作つてはどうか、という意見を提示したが、実

際に常陸大宮市に住む祖母は、今後バスを使うようになるから、と茨

城交通のICカード「いばっ白 を購入するそうだ。このように、実際に

バスを使う人が本当に使いやすいバス、サービスを整えれば、利用者

も増えるのではないだろうか。

他の班の意見を聞き、自分たちとは違う着眼点、違う解決策を見ら

れたことで、たくさんの考えを知り、それについても考えることができ

たc学生らしい鋭い指摘と豊かな発想力で生み出された様々な案は

どれも興味深く、「楽しそう」と思えるものだつた。自分は発想力が乏

しく、あまり革新的な意見が出せない人間なので こういつたアイデ

アを聞くことはとても良い刺激となつた。物事を始めるときに、外の

人間はもちろん、物事を実際に動かしていく側、内の人間も「楽しそう」

と思えることが成功につながる鍵だと思うので 自分もこういつた意

見を出せるように、たくさんの考え方を知りたいと思つた。

この集中講義を受講して 地方の公共交通についてだけでなく、地

域について そこに暮らす人々についても考えることができた。自分

が一番嬉しかつたのは、最終日、今までになくグルニプの皆が打ち解

けで 今までどこかよそよそしかつたのが嘘のように笑い合いながら

作業ができたことだ。何とかして皆と話したい、皆が楽しかつたと思

えるグルニプ活動にしたい、と、自分が進んで発言したりまとめてみ

たりしたのが少しでもプラスになっていたら嬉しいと思う。

先日、いばつピの購入を決めた祖母が、茨城交通のバスでしか使え

ないのが難点だと言つていた。他の会社のバスや電車でも使えたら

良いのに、と嘆いていで 自分も共感した。このように、まだまだ考

えるべきところ、改善できるところはたくさんあるので 今後の生活の

なかでも意識して問題点を探してみたいと思う。また、見つけた問題

点の中で自分にも何かできることはないか、もつと当事者意識を持つ

て考えようと思つた。(KM)

■水郡線の遅延から始まつた集中講義4日 目は、発表内容を班員で

詰めていく作業で手いつぱいな感じだつた。この集中講義で常陸大

宮市のことを学習したが、私が想像していたことと、実際に常陸大宮

市を訪れてみて感じとは全然違う印象を受けた。やはり、フィールド

ワークはとても大事だなと思つた。市民代表の倉田さんや市役所の

方々などたくさんの偉い方が私たちの発表を聞いてくださつた。予想

以上の多さに緊張はマックスだつた。

公共交通の在り方という課題は私たち学生にとつては、とても身近

で考えやすい内容だつたので比較的取り組みやすかつたが。しかし

■方で 班員それぞれが普段思つていることをそれぞれ挙げていくと、

おあまりにも量が多くζ 方向性が分からなくなつてしまい、まとめる

のにとても苦労した。学生は自家用車で行動可能な人が少ないため、

多少は意見の偏りがあるのではないかとも思つたが、意外にもリアリ

ティのある意見に落ち着いた。これは、私たちのグルニプだけでなく、

6



他のカ レづ の発表を聞し`ているときにも同様のことを感じた。さす
がにコストの面までは考えることができていなかったが、どの案も頑
張れば近い将来実現可能なのではないか、、、と思えるものだつた。

私たちの班が考えた/AN共交通機関のストレスの要因は、待ち時間
があること。そこで 待ち時間を有効活用する方法や待つことへのス

トレスを減少させる方法、バスの中での時間を楽しく過ごすための工

夫について考えた。そこから詰めたコンセプトが「近所づきあいのあ
る待合室」である。どうしても、「近所づきあし」というキーワードに

あえてこだわったのにはいくつか理由があるが、一番はなにより班員
でフィールドワークを行つて感じた「今の常陸大宮に合つている」とい

う感覚があつたからだと思う。このコンセプトが決まってからは、今
までまとまらなかった意見がスイスイとつながつていき、あっという

間にまとまった。悩んだ時に
'」

近所づきあし測があるかどうかという
ことを考えたると必然的に答えは出てきた。
グルニプディスカッションで自分の考えを述べることは、人見知リ

の私にとつてとても勇気のいることだ。最終日に堂々と発表していた

自分の姿になによりも私自身が―番驚いた。この数日間でとても成
長できた気がする。また、議論することの大切さを身をもつて実感す
ることができた。大勢と議論することは無限の可能性を秘めている
と実感した。また、自分とは全く違つた視点からの発想を持つた意見
を聞くことで 自分自身の価値観を広げられたと思う。

このような機会を与えてくださつた西野先生にはとても感謝してい

る。楽しい授業で 毎回毎回楽しみだつた。ありがとうございました。
(SK)

■今回参加した地域課題入門では座学では学べないことを学習でき
たと感じる。自分は茨城県外の出身であるため、県内の文化や歴史
について疎い反面、自らの故郷と比較して物事をとらえることができ

た。
一日目に県庁職員の方から伺つた茨城県総合計画。人に優しい生

活環境づくりの項目中に、/AN共交通の利用者が減少しているため鉄
道やバスの路線が廃止されているという記述があった。鉄道会社や
バス会社は民間の会社であるので利益を上げられなければ路線が廃
止されるのは当然ではあるが、私は減少する路線をある程度維持す
るためには行政が関わるべきだと考えている。なぜならば病気の関
係上運転ができなかつたり、歳をとって免許を返納したり、通学した
りする際に/AN共交通は必要であるからだ。二日目に実際常陸大宮市
に住んでいらっしゃる人の話によると、自家用車の方が利便性が高く、
その利便性を手放してまでわざわざ日常生活で/AN共交通を利用しは
しないという。時間の融通が利くことや荷物の量をある程度気にす
る必要が無いことからその話は頷ける。よつて私は継続的利用者の

ための路線維持。輸送の効率化と、日常生活で公共交通を利用しな
い人に向けた公共交通を利用する新たな価値の創造が必要であると

考える。

路線の維持・継続について 実際にバスや電車を利用してみて気づ

いたことがいくつかある。私が普段利用する茨城大学―水戸駅間の
バスはある程度本数があつたが、県庁行きの路線は大変少なかつた。
これは通勤する時間帯ではないからというのは理解できたが、それ

よりも私が気になつたのはバスの遅延である。普段乗らない路線で
あるため時間を間違えたかもしれないとやや不安になつた。結果と
してバスに乗ることができたが、定時にバス停に到着しないというこ

とはバスのデメリットであると思われる。また日が暮れてからバス停
を見つけることが難しく、光る標識を設置するなど利便性の向上をは

かることができると考えられる。このような些細な問題を改善してい

くことで人に優しい生活環境が実現するのではないだろうか。
また普段/AN共交通を利用しない人に対する新たな価値についで

Jヒ斗星やかわプラザなどの『いつでもある』ものと、三年に一回行わ

れる西塩子の回り舞台のような『期間限定』のものとで宣伝方法やア
ピールの方法を変えていくべきであると思う。特に道の駅などはスタ
ンプラリーなどが県民に対して有効なのではないだろうか。

例 レニプディスカッションについて 全く知らなUNAと話すと言うこ

とについて少々の不安を感じたが、最終的に自由に意見を言うことの

できる空気感を作り出せてよかつた。他人と話すことによつて自らの

考えを発展させたり、正反対の考え方を理解したりと辞書的な意味
でしかなかつた多様性という言葉についての実質的な理解が深まっ

たように感じる■方で 多元的な視点を身につけることや発想力を磨

く必要があると強く感じた。最終日の発表ではおおむね肯定的なコ

メントをいただいて嬉しかったが、同時に批判的な指摘が無いことに

対し不安を感じた。

今回は常陸大宮市をモデルとしての授業であつたが、思考方法や

資料の使い方は多くの場面で使うことができると考えられる。この

経験を元にさらなる学修を積んでいきたいと思う。  (丁 M)

■集中講義三日目は、西塩子の回り舞台の制作に携わつている方や、

常陸大宮を拠点に町おこしの活動している方々から直接話を間くこと

ができた。回り舞台の制作作業を行つていたおじいさんや、カフェを

建てたり駅前でイベントを行つたりしている方のお話はより具体的ゑ

私自身これまで以上に現実的な視点で話を聞けた。

西塩子の回り舞台の制作現場では、柱をとめているボルトや地面
に刺さつている柱の足元を覆う藁について質問をした。どちらも昔と

は違つたやり方になつていることが分かつた。舞台そのものを長く保
つために縄でしめていたところを、安全性のためにボルトを使用する

ようになつたと聞いた。柱を覆う藁も地面に埋めたパイプの目隠しの

ためだそうだ。そこで感じたことは、昔ながらの知恵や技術などの伝

統の継承と、現代だからできる最新技術の両方の重要さである。昔
は地域住民の手だけで開催できていたこの祭りも、今はよその人の

手伝いが不可欠となつている。歴史あるものであつても、それをその

まま再現することは難しい。そこで 今だからこそできる形で未来へ

残す工夫が必要になるのだと思う。人口減少と高齢化によつて生活
の維持が危ぶまれる地域では、住民以外の人 の々協力が必要になる

のだと感じた。そしてそのことは決して悪いことなどではなく、昔な

がらの近所づきあいに加えて 今までの交流エリアを超えた新たな
つながりが獲得できる機会を得られるということでもあるのだとわ

かつた。

なくしたものや持つていないものを悔んだり惜しく思つたりするだ

けでなく、そんな現状だからこそできることに目を向けた行動を起こ

していくことが、これからの地域の課題に取り組むときに必要とされ

る力なのかなと思つた。(TM)

■三日目に見学した西塩子の回り舞台は想像していたよりも大きく大

掛かりなものだったので驚いた。作業をされていた方から戦時中は

戦地へ赴く兵士を鼓舞するためこの舞台を使い頻繁に/AN演 を行つて
いたことを覚えていると聞き、戦時下の窮乏した生活の中でやりくリ

して行われた数少ない娯楽として本来の目的とは違つた役割を担つて
いたことがわかった。また、話を伺つていると『西塩子の回り舞台』で

はなく西塩子の『回り舞台を利用した組み立て式舞台』であることを

強調されており、回り舞台だけではなく一から自らの手で作つている

という誇りのようなものを感じた。今まで歌舞伎は室内で行われる

ものだとばかり思つていたので屋外で さらに一から舞台を組み立て

て行うのはとでも珍しいと感じた。今年を逃すと次は三年後になつて

しまうので来月の15日にはぜひ観てみたい。

四日目のまとめの作業は大きな問題もなくスムーズに進めること

ができたと思う。班ごとの発表ではリーサスのデータをうまく活用し

ながら発表を行うことができた。今まで面識のなかつた人たちと四

日間を過ごし街づくりに関して話し合うことはとてもよい経験になつ

た。

その土地で一度公共交通が衰えるとそれを改善、回復までもって
いくのはとても難しい。しかし何も行動しないでいると衰えるばかり

で今後より深刻な問題になるであろう高齢化社会に対応できなくな

る。

過疎地域の/AN共交通は常陸大宮だけでなくどこの都市でも問題に

なつている。今回は常陸大宮市を―例にこの課題について考えたが、

その土地を視察することで見えてくる解決策が多くあり、その街を実

際に訪れることの重要さを実感した。(N⊂ )
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2年次後期 地域課題特論 :A

授業スケジュール

オリエンテーション

茨城県と茨城県庁について、公共交通について、県北芸術祭について、
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13 発表の準備 ○

14 発表会

15 まとめ 学生との意見交換



親しみやすい公共交通に

向けて

噸 A班

〔小瀬高校の現状l

・生徒の主な通学方法

0バイク 全体の40%

②送迎

③バス

【システム・料金I

・事前登録II・ 予約

"・オンデマンド交通システム

→

「
技術による予約状況からの自動饉路作成.崇 リ

場にバスが着く時間の算出

・路線バスと同程度もしくはそれより安い料金、独自の
定期募

・電車を利用する高校生をメインに運行(工川村駅・常

腱大富駅の2駅に餃り発着時鋼に合わせる)その中
に小議高校・常腟大宮高校を通るルートをIEみ込む

観光客を呼び込む
4つのアイディア

B班

「常陸大宮の観光地といえば ?」

期待される効果

①割引施設の認知度の向上(注 目)

②興味を引く

③行つてみたいと思わせるきっかけ(欲求)

"簡 “ … “
`

1 はじめに
2 常陸大宮市の現状
3.問題
4 解決策
5.まとめ

市 内の高校生と作り上げていくバ利
・内菫の工夫

→ポックス席の0入 (交流のll)

→
=●

●は■校生が中0となつて考える
・利用者の高校生.バス●彙者、市で0話し合い
→改善点を伝えやすく反映させやすい環境(曰ユ市の

パートナーシップ事黎の事例の―部をな校生に■月)

市内の高校生のパスや地元への■着、イメージアップ

[利 用促進l

市内の中学3年 生や高校生を対

'に
利用薔発冊子のロ

市 (牛 久市のモピリティ・マネジメント0事例 )

常陸大富に住む方々の古くからの噂…….

r大富通つて、奥久慈へ…?」

いくつかの口■

・キーワード 高校生の通学
・壼退する公共交通●田 特に路線バス

=農しみやすく利用しやすいもの

それによるイメージアップ

さらに、地方の公共支壼機鵬の憲laを紡ぐ試みの

提案

1小瀬高校通学者の通学方法の問題】
・パイク→冬の事さ、路面凛結による危険

・送迎一両親の負担大

・バスー■車利用者と同様、本数が少ないなど(帰りの

パスは1日 1 2本 程度、最終バスが17時台)

常腱大書高校も同様であると想定

市民バスもあるが本数が少なく.■ 日祝還休

5 まとめ

・摯腱大富市内の高校生の抱えるパス固題
‐バス●までの距

“

.本数の少なさ

。高校生向けデマンドバスの導入
→彙軟な運行により問題の解決ヘ

高校生と作り上げていくことで高校生の公共交通・地
元への■■やイメージアップを掟遺

4 解決策

廣校生の通学向けに特化したデマンドバスの導
入l

デマンドバス
ー定まつた4●を走るのではなく、利用書の呼出しに応じ
ることにより薔富ルートを童えて口行されるバス″リタニカ
ロ朦大百科事奥より)

バス●まで■い.バスのホ数が少ないという固日の解消
椰オ動などの凛外着勁やメ験期間の

=`・すでにデマンド型彙り合いタクシーは存在するが.市民全
体が対,
一高校生向けに特

`ヒ

することで効率化を回る

もし噂が本当なら…
「通つたことはあるのに、行つたことがな
い ?」

→この人たちを呼び込む為に4つのアイディ
ア !

背景

支靭

―

取響響す
・・

力●こ●・ ては
"口

練
"

d理調圏甲雪みであるメネ
「

■■1日刀‐つ詢
“
り

,R水●線 彙害薇―責

水戸129.240人

上,谷 :660人

鶯腱大官 1,069人

摯腱大田 1,218人

●山:1,931人

路線バスー日フリーきつぷ

冒凰

概要②

議鷺朕残筑鷺島「 “
・

°・・ °
・

に■●●に日

常陸大宮市の現状

・市内の高校

①茨城県立小議高校

②茨城県立常陣大宮高校

どちらの高校t毎 年定員翻れを起こしている

常瞳大宮市内の高校生の多数は市外へ燿学

―電車の rtl用

3 問題

〔電車を利用する高校生の抱える問題〕
・居住地によつては最寄駅が遠くバスを利用

‐バスの本強が少ない(常 睦大官駅発の最終バスが
17時台、18時台など)

最寄りの′くス停まで違い■合も

16:54発 、18■ 7発

参考文献・資料

予測される効果①
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予測される効果②
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観光バスマップ
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SNSで何を情報提供するか ?
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".
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C班

シ :子 フ リ|11 1′ 1

●主にJRグループが団体専用列車や

臨時列車 (イ ベン トラJ車・行楽輸

送列車・観光列車など)な どに使

用するために保有 している鉄道車

両である。

・li「 |デ イベン ト列車

●県Jヒふるさと祭に合わせて、イベ

ン ト専用の車両を運行。

レ水戸駅～常陸大宮駅間営業。

卜列車は通常よりも 1両多い 5両編
成 。

●各車両ごとで、イベン トを開催。
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2年次後期 地域課題特論 :A

「水郡線」X「地酒」
で叶える県北振興

D班

水郡線 しやないといけないワケ

人 )

景色

●ヨ日の■痣●●
●鶯饉大手讚

…
の■菫からは咸■■りの新

“

が■られる

er日 本書百菫1にも菫ばれた0●ふるさと公日の′ヽ■ぼを清ロ
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ツアープランを提案します
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=の
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′´

キ
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…
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「
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“
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・
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・
ざいました

みんな「お酒」が大好き '

r水郡線 J× 1地酒 |

茨城県北観光ツアー企画

「クローカル月●で行く 大人の休日」
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“
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tlJ・
・・
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姜
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4年次前期「地域課題研究」
4年次生は 3人 でチームを作 り、茨城県北地域への移

住・定住について、研究を続けてきま した:内閣府の提

供するデータベース RESASの テータなどに基づいて

分析を行い、課題を明確に し、自分たちの提案をまとめ

ていきました .

その成果は、7月 20日 に行 つた発表会ても発表 しま し

たか、その際にいただいたこ意見などを参考に して、こ

のチームはその後も内容に追加や修正を行い、茨城県か

主催 した「RESASを 活用 した政策アイデアコンテス

ト」に応募 しました 1

コンテス トては、最終 ブ レゼンチームに選はれ、奨励

賞をいたたきました ,

本フロクラムの成果に対 して、このような評価をいた

だき、取 り組んだ4年次生はもちろん、後輩の学生たちに

もたいへん励みにな りま した ]
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4年次前期 地域課題研究
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4年次前期 地域課題研究
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● ●子

|||||‖ lm日 |||||I Ⅷ m lllllllll‖ ||

タイトリレ:

提案するテーマ :菫嗜県北静性促遺
内容の概要 :

(農彙員かつ東京から近い茨颯県の機色t活
かして.若い世代の移住書を増やす撮案。特に
■諄化が凛■な県北地域を対,に考■した。)

● 0● 苺

・大家や隣家との人間 Ffl係 か定住してもらうために
ま撻になつてい■

'

=雛
悦々ぶ[酬 ら[脈″ξ

ltt

担富C:

→楽しll艦 業 茨城という地域の意盤付 |十

提
==:

==日

,錯
菫凛餃 大手と 颯内の 自薄体とのロセをtlび 暉Rで

“

→半ゃソフの改善 地層を知ってもらう

饉」Э:

→地元住民この架け橋に6う ′

011■
‐

９
“



人文学部<地域課題の綿合的探究7ログラム>
ム女学部で学ぶ学生が、自分の専門分野の学習・研究を活かしなntら、地域に飛び込群、地
域の課題解決に取ιl組むための需合的な力を身につけていく7ログラム

“

。

ま城県、常陸太宮市むこの自治体、NPO法人や地域活動団体むこの方々に授業にご協力い
ただき、講師をつこめていただいてい審す。

4年間、継続して学ぶカリキュラムで、■口侑 ムを受講した学生に勝、修了証を授与してい審
。事業饉勝、自治体職員になる学生が多いて卸 、大学院進学、新聞社や民間企業等に輔
る学生もいきす。

―
         こ  ¬

4日間の「集中講義」として実施

“

Ю名が受話〕 (平成284度)

1日 目 茨城県庁 県庁職員による講義
*県の「総合計画」について
*茨城県の「公共交通」に関する政策や取り組みについて

2日 日 常陸大宮市 常陸大宮市、茨城県のご協力により実施
*「常陸大宮駅」「玉川村駅」「山方宿駅」「道の駅 みわ」「道の駅 かわ
プラザ」など、公共交通の課題、地域の実際の状況を見学・ 調査
*学生たちがグループをつくリワークショップ

3日 日 常陸大宮市 常陸大宮市、常陸大宮市まちづくリネットワークのご協力
により実施
*市民による「まちづくり」について
*「西塩子の回り舞台」の組み立て会場で、作業のお手伝い

4日 日 常陸大富市 茨城県公共交通常陸大宮地区協議会、常陸大宮市、茨城県
のご協力により実施
*グループワーク後、学生たちのチームが「地域の公共交通」について提案を
発表。講評をいただく。

茨城県・企画課のc~8カで実施
*「総合計画」「県北振興」「続計課」「公共交通」のテーマごとに県庁の担当

課晴員による請義
*常陸大宮市、太子町で「公共交通」「県1ヒ振興 (茨城県北芸術祭)」 の実地研

修
*茨城県北芸術祭の「来場者調査」に学生が協力 茨城県天心記念五浦美術館
*学生たちが調査・ 研究に取り組む。茨城県立小瀬高校の高校生たちとグループ

ワーク
*5つのチームが「

/AN共交通」「県北地域の振興」に関して事業提案を発表 県
庁職員、茨城県公共交通常陸大宮地区協議会の方々から請評をいただく

NPO法人、地域活動団体の方たちのご協力で実施
*「常陸大宮市まちづ<リネットワーク (倉田稔之さん)」 「フロイデDAN

(寺門貴さん)」 「常陸大富市きらきらタウン実行委員会 (西村和也さ
ん)」 「NPO法人 シネマバンチ (平島悠三さん)」 を講師に「市民によ
るまちづくり」を学び、現地での調査・研究。7月、本プログラムの発表会
で発表

*深谷信介さん (博報堂、内閣府シティマネージャー)を講師に全国の各地域に
おける「市民・住民による」まちづくりを勉強

*「茨城県地域おこし協力隊」と合同で研修

*3年生5人によるチームが調査・研究中
*常陸大宮市など県北地域における若年層の人口減少を課題として、結婚に結び

つく施策などを検討
*12月「茨城大学学生地域活動発表会」に参加。1月、本プログラムの発表会

で中間発表

*茨城県の「人□減少間劉 について、研究と調査
*「茨城県北移住促進政策」を「 |(アイ)ターン」のタイトルでまとめ、7月、

本プログラムの発表会で最終報告
*12月「茨城県主催 RESASを 活用した地方創生政策アイデアコンテス

ト」で最終プレゼンチームに選ばれ、奨励賞を受賞 (伊能由華、南陽子、松
本奈津美)。 茨城大学学長表彰。

踊

撃 弩ギ
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或課題の総合的探求プログラム

担当教員

茨城大学人文学部 井上拓也、西野由希子

2017年 3月 31日発行

連絡。お問い合わせ 茨城大学人文学部 西野研究室

茨城大学人文学部

丁EL 090-8729-0323 yukiko.nishino.xiye@vc.ibaraki.acJp


